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１．視察レポート

（1）工賃水準ステップアップ対象事業の作業の状況

　●キーワード：・施設外授産（企業内作業）の開拓とクリーニング作業の効率化に重点

・クリーニング作業の効率化による利用者への影響は特に見られない

　・ ハートピア湘南では本体施設と２つの分場があり、本体施設（ハートピア湘南）ではクリーニング作業と清掃作業（施設と民間マンション３件の清掃）、軽作業、施設外授産（民間企業の工場内での作業）。分場（coffee pot）では喫茶店と軽作業。第二分場（あすなろ）では軽作業（ガラス運搬用の緩衝材・電機部品組立等）を行っている。この中で特に施設外授産（企業内作業）の開拓とクリーニング作業の作業効率化に力を入れて工賃アップへの取り組みを進めている。

　・ なお、クリーニング作業の現場において、作業の効率化の取り組みによって一人あたりの作業量は確実に増えているとのことだが、自らの役割が明確化され、集中して取り組める環境が出来つつあるとのことで、効率化による利用者への悪影響は特に見られなかった。

（2）利用者の工賃アップに対する意識

　●キーワード：・多くの利用者の「工賃がもっと欲しい」との声

・保護者の受け止め方は千差万別だが工賃アップの方向性に異論なし

　・ 施設長への聴き取りでは「今回の事業の説明会を事業所ごとに行い、多くの利用者から『工賃がもっと欲しい』との声が上がっている。一般就労に移行した利用者が施設を訪ねてきたときに、自由になるお金が多くなっている状況を見聞きして、自分たちもそうなりたいと思っていることも影響しているのではないか。しかしその人なりの『働く意味合い』を理解しているかについては個人差が大きく、きちんと説明するには時間がかかる」とのこと。今後、利用者のニーズをきちんと把握し、ニーズに合わせた働き方と工賃の支払いを進めていくことが必要と思われる。

・ 家族（保護者）については「保護者懇談会を開催し、今回の事業の実施について丁寧に説明した。その受け止め方は千差万別だったが、工賃額の向上を目指すことに特に反対意見はなかった」とのこと。

（3）職員の工賃アップ（事業への取り組み）に対する意識

　●キーワード：・職員間のコンセンサスはできている

・事業への取り組みによって職員の負担が増えている

　・ ｢今の工賃では地域での生活はできないので、工賃を高めていく取り組みは必要｣との認識をもっており、この事業に取り組む必要性について職員間のコンセンサンスはできている。

　・ ただし、今回の取り組みによって職員の負担が増えているのは事実。利用者への支援中心のスタイルから作業の先頭に立って作業するスタイルに変わらざるを得ない状況が伺える。


（4）施設長の工賃アップ（事業への取り組み）に対する意識

　●キーワード：・工賃向上によって利用者の持ち出し負担をなくしたい

　　　　　　　　・具体的手法をめぐってコンサルタントと葛藤

　・ 施設長の工賃アップへの意識は「障害者自立支援法の施行によって『工賃よりも高い利用者負担』の現実がある。このことは、その人なりの働きで自立や自活を目指す社会就労センターの目的を根底から覆し、利用者の働く意欲まで奪うことにもなりかねない。工賃向上によって利用者の持ち出し負担をなくし『働く意欲を持てる場所に戻す』ことを念頭に、工賃アップに向けた取り組みを行ってきた」とのこと。

　・ 施設長からは、これまでも工賃アップに向けて取り組んできたという強いプライドが感じられた。工賃アップの具体的な手法をめぐり、これまでの取り組み実績や施設独自のネットワークを活かして短期的に結果を上げようとする施設側と、現行作業の改善を中心に中長期的な取り組みを提案するコンサルタントとの間で、一種の葛藤が生じている状況が伺えた。

（5）地域ネットワーク会議の開催状況

　●キーワード：・施設外授産（企業内就労）の開拓を念頭においた委員構成

　　　　　　　　・労働サイドと福祉サイドの相互理解の場としても活用

　・ 施設外授産（企業内就労）の開拓を念頭におき、労働サイドから、市商工会議所、労働組合、税理士、企業ＯＢ。福祉サイドから、市障害福祉課、県セルプセンター、の計６名の少数による構成で、月１回のペースで会議を進めている。

　・ 活発な議論が展開され、施設外授産の開拓や清掃等の発注に一定の成果を上げており、労働サイドと福祉サイドの相互理解の場としても機能している。

・ なお、地域ネットワーク会議の開催を契機に、市商工会議所に設置されている「雇用労働問題委員会」によるハートピア湘南の視察も実施されたとのこと（企業側からの施設視察は異例）。

・ 理事長をはじめ、地域ネットワーク会議メンバーは、セルプ協の動きや政策提言内容をよく理解しており、12月の障害者就労関連５団体の主催による「障害者就労支援シンポジウム・ＰＡＲＴⅡ」にも多くのメンバーの参加があり、質疑も活発であった。

２．視察委員の評価

（1）対象事業（対象作業科目）選定プロセスの評価

　●キーワード：・クリーニング作業の利用者を減員して施設外授産（企業内作業）へ

・さまざまなバリエーションの働き方の用意が必要

　・ クリーニング作業の効率化を図ってそこで作業する利用者を減員し、減員した利用者を高い工賃が見込める新規開拓の施設外授産（企業内作業）に充てていく手法は評価できる。クリーニング作業と施設外授産、双方の工賃アップに効果を上げている。

　・ 一方で工賃アップを望まない利用者や保護者もいるとのこと。さまざまなバリエーションの働き方を用意しておく必要がある。現行作業のもう一段の改善検討を期待したい。
（2）具体的数値目標の達成度の評価（今後の達成の見通し）

　●キーワード：・施設外授産の新規開拓によって18・19年度目標達成の見通しは大

・今後は現行作業（喫茶業務と軽作業）の改善がキーポイント

　・ 施設外授産（企業内作業）の新規開拓の効果によって作業量の確保はできており、18年度の目標（19,656円）および19年度の目標（25,000円）の達成の可能性は大である。

　・ しかし、最終目標達成のためには、さらなるクリーニング作業の生産性向上に加え、喫茶業務と軽作業部門の改善がキーポイントとなる。今般策定した改善計画に基づき、喫茶店の顧客増に向けた対応（新メニューの開発やリピーターの獲得）など、さらなる取り組みが必要。

（3）改善計画・計画実行スケジュールの評価

　●キーワード：・計画よりも行動力による効果が大きい

　　　　　　　　・計画策定にあたってコンサルタントの活用不足

　・ 本年度目標の達成については、施設外授産（企業内作業）の開拓に象徴される施設側の行動力（施設独自のネットワークを活用した企業開拓に向けた努力）による効果が大きい。

　・ しかし、改善計画の策定プロセスにおいて、コンサルタントとの連携による客観的評価の不足は否めない。特に現行作業の改善部分についてのさらなる精査が必要と思われる。

（4）地域ネットワーク会議の効果についての評価

　●キーワード：・労働サイドと福祉サイドの相互理解に一定の効果

　　　　　　　　・圏域全体の地域ネットワーク会議に育てたい意向

　・ 地域ネットワーク会議より次の提言が届いている。

　　 「地域ネットワーク会議」に労働団体や経済団体が参画したことにより、施設外授産（企業内作業）の開拓が図れたことは大きな成果。今後も圏域全体の授産施設の工賃水準向上を図るため「地域ネットワーク会議」を継続発展させるべき。圏域の全授産施設の参加を得て、産業団体、市民団体、福祉団体、ボランティア団体、行政等地域組織の広範な結集による新地域ネットワーク会議の構築がキーワードになる。

（5）コンサルタント等の指導に対する評価

　●キーワード：・施設側とのコミュニケーション不足の感あり

　・ 当初希望していたコンサルタントと調整がつかず、急遽お願いしたコンサルタントであったため、事業開始当初のコミュニケーション不足が尾を引き、工賃アップの具体的な手法をめぐって施設側とかなりの葛藤があった状況を伺った。

・ コンサルタントへの聴き取りでは、「障害分野に取り組むのは初めてであり、コンサルタントの関わり方に迷いがあり、戸惑いがあった」「本来であれば現場とのコミュニケーションを丁寧にとり、どのような方向を目指しているのか、施設側と充分に共有化しておく必要があった。今後は今出されているいくつかの可能性の中から優先順位をつけて取り組んでいきたい」とのこと。

（6）総合評価

　●キーワード：・作業効率化と施設外授産のセットで本年度工賃目標を達成

　・ ハートピア湘南の取り組みは、現行作業のクリーニング作業の徹底的な効率化を図り、効率化によって減員できた利用者を、比較的高い工賃が見込まれる新たに開拓した施設外授産（企業内作業）に充てることを主軸としている。施設外授産の開拓のための施設独自のネットワークや地域ネットワーク会議の充分な活用と行動力によって工賃目標を達成できたことは評価に値する。


３．今後の課題と展望

 ●キーワード：・新体系事業への移行をふまえ、さまざまなバリエーションの働き方と工賃アップのバランスが課題

 ・コンサルタントや専門家による改善計画の客観的評価が必要

　・ 工賃アップを望む利用者が多い一方であまり望まない利用者や保護者もいる。利用者の働き方にもさまざまなバリエーションを用意することが必要。利用者のニーズをきちんと把握し、新体系事業への移行をふまえ、そのニーズに合わせた働き方と工賃の支払いを進めていくことが今後の課題となる。

　・ 現行作業のさらなる改善と実行に向けて、今後も専門家によるアドバイスを受けつつ進めていくことが肝要。

　・ 全体として、多様な事業展開をし、意欲的な努力を重ねていることはよく理解できるが、分野の絞り込みや事業を担う専門家の育成が必要である。
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